
第
11
回
八
潮
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
ー
 

B
5
月
18
日
豸
、
午
前
9
時
〜
午
後
4

時（
物
産
即
売
は
午
前
9
時
30
分
か
ら
・

雨
天
決
行
）／
C

市
役
所
前
広
場
／
G

ふ
る
さ
と
の
色
々
な
物
産
品
の
即
売
、

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー（
舞
踊
、民
謡
な
ど
）

／
I
長
尾
蕁
9
9
6
＝
9
8
0
8
 
 

 初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
 

B
5
月
16
日
貊
か
ら
毎
週
金
曜
日
（
全

6
回
）
、
午
前
10
時
（
初
日
の
み
9
時

30
分
）
〜
正
午
／
C
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
／
E

市
民
／
F

30
人
／

H
2
0
0
0
円
（
保
険
・
シ
ャ
ト
ル
代

含
む
）
／
D

5
月
5
日
ま
で
に
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
／
I

宮
本
蕁

9
9
7
＝
1
0
0
8
 
 

 ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
 

　
楽
し
く
一
緒
に
作
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
大
歓
迎
！
 

B
6
月
5
日
貅
・
19
日
貅
（
全
2
回
）
、

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
／
C
八
潮

メ
セ
ナ
／
H
4
0
0
0
円
（
材
料
費
込

み
）
／
D

5
月
10
日
ま
で
に
小
林
蕁

9
9
8
＝
3
0
5
7
へ
 

 
 

日
本
商
工
会
議
所
簿
記
検
定
試
験
 

B

6
月
8
日
豸
、
午
前
9
時（
1
級
・

3
級
）、午
後
1
時（
2
級
・
4
級
）／
C

獨
協
大
学
／
H
1
級
7
1
4
0
円
、
2

級
4
0
8
0
円
、3
級
2
0
4
0
円
、4

級
1
5
3
0
円
／
D
5
月
1
日
貅
か
ら

14
日
貉
ま
で
に
、草
加
商
工
会
議
所（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）・

草
加
市
物
産
情
報
館（
水
曜
日
を
除
く

午
後
2
時
〜
7
時
）へ
／
I

草
加
商
工

会
議
所
蕁
9
2
8
＝
8
1
1
1
 
 

 「
工
房
森
の
こ
か
げ
」
通
所
者
 

B
火
〜
土
曜
日
、
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分
／
E
ク
ッ
キ
ー
・
パ
ン
作

り
が
好
き
な
障
害
の
あ
る
方
（
作
業
報

酬
あ
り
）
／
H
自
己
負
担
あ
り
／
I
牛

島
蕁
9
9
7
＝
8
9
8
8

伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

ゆ
ず
り
ま
す
　
応
接
セ
ッ
ト（
1
万
円
）、ベ
ビ
ー
カ
ー
Ｂ
型（
3
千
円
）、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、工
業
用
ミ
シ
ン
、か
ぶ
と
、弁
慶
・
牛
若
丸
人
形
、マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
24
イ
ン
チ（
以
上
無
料
） 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
こ
た
つ
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン（
少
額
）
 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
当
事
者
間
で
解
決
を
い
た
だ
き
、
市
は
責
任
を

負
い
か
ね
ま
す
。
 

I
商
工
振
興
課
蕁
A
3
3
6

講　　座　　名 日　　　　程 定員 費用 
エアロビクスで 
リフレッシュ！ 
Ｙｏｓａｋｏｉ 
ソーラン 

卓球を楽しもう！ 
 
料理講座 
～イタリアンでおもてなし～ 

インターネットに  
Let’s　try！ 

毎週水曜日、19：00～21：00 
５／21～６／25（６回） 
毎週金曜日、19：00～21：00 
５／23～６／27（６回） 
毎週木曜日、19：00～21：00 
５／22～６／26（６回） 
毎回土曜日、13：30～16：00 
５／24、６／７・21、７／５（４回） 

20人 
 
20人 
 
20人 
 
16人 

無料 
 

無料 
 

1,000円 
 

4,000円 

５月～７月予定 

　　　電　話　番　号 

０４８－９３５－０２６７ 

０４８－９９６－６５６３ 

０４８－９９６－８０１７ 

０４８－９９７－８６０５ 

０４８－９９６－８２５７ 

０４８－９９６－３８３８ 

０４８－９９７－２９７０ 

０４８－９９６－１２７３ 

０４８－９９７－０９０６ 

０４８－９９６－１５１３ 

０４８－９９８－８８０３ 

０４８－９９６－０３３６ 

０４８－９９５－７４７１ 

０４８－９９６－９５０６ 

０４８－９９５－６８３６ 

０４８－９９６－７１８８ 

０４８－９９６－４１４６ 

０４８－９９６－１７９８ 

０４８－９９５－０９９７ 

０４８－９９６－５１１６ 

０４８－９９６－９６３０ 

０４８－９９７－４８９２ 

０４８－９９６－００５４ 

０４８－９９６－４１６１ 

０４８－９９６－９３０６ 

０４８－９９５－０５２１ 

　　　所　　在　　地 

八潮市大字八條395番地 

八潮市大字八條1611番地1 

八潮市大字八條3750番地 

八潮市大字鶴ケ曽根237番地 

八潮市大字鶴ケ曽根1863番地 

八潮市大字新町94番地1 

八潮市緑町一丁目39番地19 

八潮市緑町五丁目16番地12 

八潮市大字二丁目954番地3 

八潮市大字二丁目1248番地3 

八潮市大字木曽根527番地 

八潮市大字木曽根703番地3 

八潮市大字木曽根810番地4 

八潮市大字木曽根880番地 

八潮市大字木曽根1030番地 

八潮市大字木曽根1538番地3 

八潮市大字中馬場28番地4 

八潮市中央一丁目12番地8 

八潮市中央三丁目30番地4 

八潮市八潮一丁目17番地3 

八潮市八潮四丁目1番地10 

八潮市八潮六丁目2番地26 

八潮市八潮七丁目19番地11 

八潮市八潮七丁目46番地1 

八潮市大字南川崎374番地4 

八潮市大字大瀬1623番地 

　　　業　者　名 

グリーン建設株式会社 

三瓶設備 

有限会社萩野水道 

成澤設備有限会社 

秋元水道工事店 

新町水道工事店 

近代住機㈱埼玉支店 

吉岡水道 

有限会社荻野タイル 

有限会社山崎管工 

有限会社片野組 

有限会社昼間水道 

内村設備 

有限会社清水水道工業所 

有限会社 商設備 

潮止設備工業 

株式会社潮 

戸田水道工業有限会社 

水之技研工業株式会社 

小仁熊瑞宝工事所 

蒲原燃料住宅設備株式会社 

関設備 

有限会社八潮水道工事 

竹内セントラル株式会社 

青山設備工業 

加藤建設工業株式会社 （平成15年４月１日現在） 

０４８－９９６－０８２４ 

０４８－９９５－１４３６ 

０４８－９９８－２７８５ 

０４８－９９６－５７９３ 

０４８－９３５－４０１９ 

０４８－９４１－１６７１ 

０４８－９２８－５５２０ 

０４８－９３６－９７１１ 

０４８－９２７－１０１０ 

０４８－９３５－００４７ 

０４８－９３６－１０００ 

０４８－９４１－３３３３ 

０４８－９３２－２７６０ 

０４８－９２５－４７９１ 

０４８－９３０－００１６ 

０４８－９４１－２６０４ 

０４８－９５２－８８５７ 

０４８－９５５－４９０５ 

０４８－９５５－８２１０ 

０４８－９５４－０２１２ 

０４８－９５２－１５５１ 

０４８－９５２－４８１２ 

０４８－９６２－０１７１ 

０４８－９６６－５７４１ 

０４８－９７４－４７１６ 

０４８－９７４－８７１１ 

０４８－９６９－３６１１ 

０４８－９９１－２４５９ 

０４８－９９１－２４２８ 

０４８－２５２－８５５４ 

０４８－７３５－４８３４ 

０４８０－３７－２４１１ 

０４８０－３４－４７４１ 

０４８０－３５－００８８ 

０４８－８３７－００３３ 

０４８－７８３－１１７７ 

八潮市大字垳331番地 

八潮市大字大曽根1245番地1 

八潮市大字西袋1044番地 

八潮市大字西袋1216番地10 

草加市青柳八丁目4番29号 

草加市草加一丁目4番5号 

草加市両新田西町246番地 

草加市柿木町1433番地2 

草加市谷塚上町483番地3 

草加市八幡町1046番地 

草加市青柳八丁目29番2号 

草加市北谷一丁目30番12号 

草加市青柳三丁目34番5号 

草加市谷塚町265番地7 

草加市中根三丁目34番10号 

草加市長栄町858番地55－103 

三郷市大字谷中495番地2 

三郷市東町46番地 

三郷市戸ケ崎一丁目534番地4 

三郷市谷口409番地2 

三郷市幸房1200番地 

三郷市上口一丁目189番地 

越谷市中町11番4号 

越谷市越ヶ谷一丁目1番21号 

越谷市西新井898番地 

越谷市大沢二丁目7番12号 

越谷市東越谷十丁目110番地13 

松伏町田中一丁目4番地4 

松伏町大字金杉477番地2 

川口市川口五丁目8番15号 

春日部市大字中野296番地 

杉戸町杉戸二丁目16番地15 

杉戸町大字下高野546番地 

宮代町百間三丁目9番地24 

さいたま市文蔵二丁目3番4号 

上尾市大字川286番地 

有限会社白井管工業 

有限会社サノヤ設備 

有限会社鈴輝住宅設備 

株式会社とよだや商店 

有限会社ウルマ設備工業 

株式会社水工房 

有限会社東洋開発 

株式会社オアシス 

株式会社今泉水道 

岩田設備企画 

株式会社セントラル設備 

松原工業 

有限会社小林設備 

木村設備 

水環境サービス 

有限会社斉藤興業 

株式会社リビング 

株式会社磯部工業 

東埼住設株式会社 

株式会社篠田設備 

株式会社戸部商事 

有限会社エステック 

株式会社豊田設備 

株式会社協和設備 

株式会社桶新設備 

株式会社ナカノヤ 

株式会社吉川水道冷熱 

明成工業株式会社 

モリタヤ工業株式会社 

羽田建設株式会社 

株式会社関根開発工業 

株式会社大三 

株式会社スガワラ工業 

株式会社岩崎設備 

有限会社平成興業 

株式会社アイダ管工 

　公共下水道を使用することができる区域の皆さん、お早めに計画をたてて、
家庭から排出される汚水を公共下水道に流されますようお願いします。 
　なお、接続工事については、指定工事店制度により、次の工事店でないと工
事ができないことになっています。工事の依頼は、市の指定工事店へお願いし
ます。 
　また、接続工事費用の無利子貸付制度がありますので、ご相談ください。 
I下水道課蕁A343・422

市指定下水道工事店一覧表 

高 

応急資金（事故、傷病、賃金遅払い、葬儀など） 

一般生活資金（出産、結婚、自己啓発など） 

教育資金（高校、大学等の入学金、授業料など） 

育児・介護資金 

失業資金（失業により必要となった生活資金） 

100万円・2 . 2％ 

100万円・2 . 5％ 

200万円・1 . 9％ 

120万円・1 . 9％ 

100万円・1 . 9％ 

対　象　資　金 限度額・利率 

（育児休業または介護休業によ 
 り必要となった生活資金など） 

保安講習会 

種　　別 講　習　日 講　習　会　場 割当人数 

種別 期別 講　習　日 講　習　会　場 割当人数 
試験準備 
講習会 

給油取扱所 
 
その他の施設 

６月17日（火） 
６月18日（水） 
６月26日（木） 
７月２日（水） 
７月８日（火） 
７月15日（火） 
７月24日（木） 

さいたま市文化センター 
春日部福祉センター 
さいたま市文化センター 
春日部福祉センター 
さいたま市民会館おおみや 
久喜総合文化会館 
埼玉会館 

３人 
８人 
８人 
18人 
２人 
18人 
12人 

甲 種 
乙-４ 

１期 
４期 

６月５日（木）・６日（金） 
６月14日（土）・15日（日） 

県民活動総合センター 
春日部福祉センター 

随時 
15人 

往信 ３４０ー８５８８ 

※
こ
の
面
に
は
何
も
記
入
し
な
い
 

八
潮
市
中
央
一
丁
目
２
番
地
５
 

八
潮
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
 

　
生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
担
当
 宛
 

返信 ３４０ー○○○○ 

（
応
募
者
住
所
）
 

　
八
潮
市
○
○
○
○
 

（
応
　
募
　
者
　
氏
　
名
）
 

・希望講座名  

・開催学校名  

・氏名（ふりがな） 

・住所  

・電話番号  

○
○
○
○
 

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
 
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
 
Ｏ
Ｆ
 
 

　
　
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
 

　
　
　
　
　
人
道
は
限
り
な
い
力
 

　
5
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。
 
 

　
国
際
救
援
活
動
や
災
害
救
護
・
医
療
な

ど
の
赤
十
字
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
社
資
や
寄
付
金
に
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
今
年
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

I
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
八
潮
市
地

区
（
社
会
福
祉
課
内
）
蕁
A
3
1
6
 
 

 

勤
労
者
向
け
融
資
制
度
の
 

 

ご
利
用
を
 

                   ご
利
用
上
の
注
意
 

・
利
率
は
改
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

・
別
途
、
保
証
料
（
0
・
6
〜
0
・
7
パ

ー
セ
ン
ト
）
が
必
要
で
す
。
　
 

・
申
し
込
み
要
件
お
よ
び
金
融
機
関
の
審

査
が
あ
り
ま
す
。
 

I
県
金
融
課
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝
3
8

0
1
 

 

退
職
金
づ
く
り
は
「
中
退
共
」
で
 

　
退
職
金
制
度
を
設
け
た
い
場
合
は
、
安

全
・
確
実
・
有
利
な
制
度
が
手
軽
に
作
れ

ま
す
。
こ
の
制
度
に
新
し
く
加
入
し
た
企

業
に
は
、
掛
金
月
額
の
2
分
の
1
（
上
限

5
0
0
0
円
）
を
加
入
後
4
か
月
目
か
ら

1
年
間
、
国
が
助
成
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
途
中
で
掛
金
を
増
額
し
た
場
合

（
増
額
前
の
掛
金
が
1
万
8
0
0
0
円
以

下
）
に
は
、
増
額
分
の
3
分
の
1
を
1
年

間
、
国
が
助
成
し
ま
す
。
 

I

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
蕁

0
3
＝
3
4
3
6
＝
0
1
5
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
 

0
3
＝
3
4
3
6
＝
4
3
6
2
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://chutaikyo.taisyoku 

kin.go.jp

 

 

平
成
15
年
度
危
険
物
取
扱
者
 

 

講
習
会
 

 
 

                         I
消
防
本
部
予
防
課
蕁
A
4
8
1
 

 

雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
等
 

 

に
よ
る
支
援
の
開
始
 

雇
用
調
整
方
針
の
作
成
・
届
出
を
！
 

　
今
後
の
不
良
債
権
処
理
の
加
速
に
よ
り
、

相
当
程
度
の
失
業
者
が
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成

14
年
度
補
正
予
算
に
よ
っ
て
雇
用
対
策
の

強
化
な
ど
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
を
拡
充

し
ま
し
た
。
 

　
埼
玉
労
働
局
で
は
、
不
良
債
権
処
理
の

影
響
に
よ
り
離
職
者
の
発
生
や
出
向
、
休

業
な
ど
の
雇
用
調
整
を
行
う
事
業
主
を
対

象
と
し
て
、
「
雇
用
再
生
集
中
支
援
事
業
」

を
行
い
ま
す
。
雇
用
調
整
を
行
う
事
業
主

の
方
々
は
、
「
雇
用
調
整
方
針
」
を
作
成

し
労
働
局
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

を
も
と
に
、
離
職
者
の
方
々
な
ど
に
対
す

る
再
就
職
の
た
め
の
様
々
な
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
受
け
皿

の
整
備
を
進
め
、
地
域
に
貢
献
す
る
事
業

を
行
う
法
人
を
設
立
し
て
3
人
以
上
の
常

用
雇
用
を
し
た
場
合
に
、
新
規
創
業
や
雇

い
入
れ
に
つ
い
て
助
成
す
る
「
地
域
雇
用

受
皿
事
業
特
別
奨
励
金
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
 
 

I
埼
玉
労
働
局
職
業
対
策
課
蕁
0
4
8
＝

6
0
0
＝
6
2
0
9
・
譛
産
業
雇
用
安
定

セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所
蕁
0
4
8
＝
6
0

0
＝
2
3
2
3
 

    
 

 

学
校
開
放
講
座
「
水
彩
画
教
室
」
 

B
5
月
27
日
、
6
月
3
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
、
7
月
1
日
・
8
日
・
15
日
（
各
火

曜
日
・
全
8
回
）
、
午
前
9
時
45
分
〜
11

時
15
分
 

C
八
條
小
学
校
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

A
筆
、
パ
レ
ッ
ト
（
代
用
品
可
）
、
水
入

れ
用
の
空
き
び
ん
、
ぞ
う
き
ん
 

F
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）
 

H
1
0
0
0
円
 

D
5
月
9
日
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
（
記
入
方
法
は
左
記
の
と

お
り
で
、
1
枚
で
1
人
の
み
）
 

 I
社
会
教
育
課
蕁
A
3
5
7
 
 

 

ゆ
ま
に
て
春
の
講
座
 

          　
今
年
度
ま
だ
当
ホ
ー
ム
に
登
録
し
て
い

な
い
方
は
、
参
加
費
の
ほ
か
に
保
険
料

5
0
0
円
・
会
員
登
録
料
3
0
0
円
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
 

                       E
18
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
勤
労
者
 

D
5
月
1
日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
窓

口
へ
 

I
ゆ
ま
に
て
蕁
9
9
6
＝
0
1
2
3
 
 

 

保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
 

①
乳
が
ん
検
診
 

B
6
月
10
日
貂
、
午
後
0
時
45
分
〜
1
時

15
分
 
 

E
昭
和
49
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
 
 

G
視
触
診
（
全
員
）
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線

撮
影
（
必
要
な
方
）
、
乳
が
ん
の
自
己
検

査
法
 

※
50
歳
以
上
の
方
全
員
と
医
師
が
必
要
と

認
め
た
方
に
つ
い
て
は
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
を
行
い
ま
す
。
 

A
バ
ス
タ
オ
ル
 

F
1
0
0
人
 
 

H
視
触
診
5
0
0
円
（
八
潮
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
無
料
）
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス

線
撮
影
1
2
4
0
円
 
 

②
頭
の
活
躍
度
を
チ
ェ
ッ
ク
！
 

　
「
最
近
物
忘
れ
が
増
え
た
」「
ス
ッ
キ
リ

し
な
い
」な
ど
、気
に
な
る
こ
と
の
あ
る
方
、

頭
が
ひ
と
休
み
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。頭
の
活
躍
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、元

気
に
な
る
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

B
5
月
27
日
貂
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

E
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
 

G
簡
単
な
書
き
取
り
ゲ
ー
ム
や
体
操
な
ど
 

A
眼
鏡
（
必
要
な
方
の
み
）
 

F
25
人
 

H
無
料
 

―
①
②
共
通
―
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

I
保
健
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
5
＝
3
3
8
1
 

 

求
人
企
業
合
同
面
接
会
 

B
5
月
9
日
貊
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分
 

C
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
4
階
市
民

ホ
ー
ル
 
 

E
平
成
16
年
3
月
に
大
学
・
短
大
・
専
門

学
校
等
を
卒
業
予
定
か
卒
業
後
1
年
以
内

の
方
 

G
県
内
企
業
約
60
社
（
予
定
）
の
面
接
 

A
履
歴
書
（
複
数
）
 

I
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
蕁
0
4
8
＝

6
4
7
＝
4
1
8
5
・
県
雇
用
対
策
課
蕁

0
4
8
＝
8
3
0
＝
4
5
3
8
 

     

水
道
部
臨
時
職
員
 

B
6
月
1
日
〜
平
成
16
年
3
月
31
日（
土
・

日
・
祝
日
除
く
）
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
0
時
30
分
・
午
後
1
時
〜
5
時
 
 

E
市
内
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
る
程
度

使
え
る
方
 

F
午
前
・
午
後
各
1
人
 
 

H
時
給
8
5
0
円
 
 

D
5
月
20
日
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
窓
口
へ
持
参
 
 

I
水
道
部
業
務
課
蕁
9
9
6
＝
1
4
8
6 
 

 

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅（
公
団
）
 

E
60
歳
以
上
の
方
 

G
八
潮
団
地
1
階
・
2
階
（
2
Ｄ
Ｋ
、
3

Ｋ
、
3
Ｄ
Ｋ
　
各
3
戸
）
 

H
所
得
に
応
じ
た
家
賃
の
軽
減
有
り
 

入
居
日
　
資
格
確
認
後
、
約
5
カ
月
以
内
 

D
5
月
10
日
ま
で
に
、
案
内
書
（
市
建
築

課
な
ど
で
配
布
）
に
添
付
さ
れ
て
い
る
申

込
書
を
総
合
募
集
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
 
 

※
公
開
抽
選
で
、
結
果
は
全
員
に
通
知
 

I
都
市
基
盤
整
備
公
団
総
合
募
集
セ
ン
タ

ー
蕁
0
3
＝
3
3
4
7
＝
4
3
7
5
 

 

県
管
理
道
路
の
清
掃
美
化
活
動
を
 

 

行
う
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
 

〜
道
路
里
親
制
度
「
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ

ー
ト
」
〜
 

　
県
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
県
道
な
ど

の
清
掃
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

住
民
団
体
、
学
校
、
企
業
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
 

E
①
県
管
理
道
路
の
一
定
区
間
（
1
0
0

誡
以
上
）
の
歩
道
の
清
掃
や
植
樹
帯
の
管

理
②
年
4
回
以
上
の
活
動
③
住
民
団
体
、

学
校
、
企
業
な
ど
概
ね
10
人
以
上
の
団
体
 

※
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
名
入
り
表
示
板
の

設
置
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
保
険
の
加
入
、
軍

手
な
ど
の
支
給
を
県
が
実
施
し
ま
す
。
 

D
随
時
受
付
け
。
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
ま
た

は
市
道
路
治
水
課
窓
口
へ
 

※
申
込
書
は
、
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
、

ま
た
は
市
道
路
治
水
課
で
配
布
。
県
道
路

環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.pr 

ef.saitam
a.jp/A08/BF00/index. 

htm

）
で
も
入
手
可
 
 

I
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
道
路
環
境
担

当
蕁
9
6
4
＝
5
2
2
1
・
市
道
路
治
水

課
蕁
A
2
6
7
 
 

 

菜
の
花
畑
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
 

B
5
月
1
日
貅
〜
31
日
貍
 

C
中
川
や
し
お
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
 

G
菜
の
花
畑
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
「
か
か

し
」
を
展
示
し
、
上
位
5
位
ま
で
を
表
彰

し
ま
す
。
 

※
「
か
か
し
」
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
八

潮
市
商
工
会
（
蕁
9
9
6
＝
1
9
2
6
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
八
潮
市
は
、
三
方
を
川
に
囲
ま
れ
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
は
川
が
中
心
と
な
り
、

私
た
ち
は
水
と
と
も
に
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
、
川
は
に
ご
り
、
工
場

や
交
通
量
の
増
大
と
と
も
に
空
気
も
汚
れ

て
き
ま
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い
地
球
は
、

限
り
あ
る
天
然
資
源
が
消
費
・
廃
棄
さ 

れ
、
大
気
や
水
は
汚
染
物
質
な
ど
に
よ
っ

て
汚
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
、
産
業

を
拡
大
し
な
が
ら
物
質
的
に
豊
か
な
生
活

を
求
め
続
け
、
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
こ

な
か
っ
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。 

　
環
境
の
悪
化
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て

生
活
す
る
う
え
で
障
害
と
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
将
来
、
地
球
に
暮
ら
す
全
て
の
生

命
に
と
っ
て
、
生
存
を
も
脅
か
す
大
き
な

危
機
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
は
、
私
た
ち
の
地
球
環
境
が
将
来
に

わ
た
っ
て
良
好
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
こ

れ
ま
で
の
考
え
方
や
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
た
と

え
力
は
小
さ
く
て
も
、
私
は
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
こ
の
八
潮
市
で
、
具
体
的
な
行

動
を
積
極
的
に
踏
み
出
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
市
内
を
流
れ
る
河
川

に
清
流
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
市
内
を
き
れ

い
な
空
気
で
包
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

く
も
の
と
確
信
し
ま
す
。  

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま
ず
市
役
所
で

環
境
管
理
の
国
際
規
格
で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
」
の
認
証
取
得
に
挑
戦
し
た

い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
の
実
現
を
目

指
し
、
職
員
の
意
識
改
革
や
事
務
事
業
の

改
善
を
進
め
る
組
織
全
体
の
改
善
運
動
で

あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
力
は
、
決
し
て
大
き
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
改
善
を

継
続
し
、
適
切
に
推
進
し
て
い
け
ば
、
必

ず
や
地
球
環
境
の
大
き
な
課
題
を
も
解
決

で
き
る
と
考
え
ま
す
。 

 
 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
 

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
は
、
日
本
で
は
「
国
際
標

準
化
機
構
」
と
呼
ば
れ
、「
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
」
な
ど
の
世
界
的
な
標
準
化
を

推
進
し
て
い
る
団
体
で
す
。
1
9
4
7

年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
加
盟
国
が

1
2
0
カ
国
以
上
を
数
え
、
国
際
標
準

化
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

　
私
た
ち
に
身
近
な
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
と

し
て
、工
業
製
品
の「
写
真
用
フ
ィ
ル
ム

感
度（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
0
0
・
4
0
0
…
）」、

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ネ
ジ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

機
械
や
化
学
、鉄
鋼
、自
動
車
、建
築
、

情
報
処
理
な
ど
の
多
分
野
で
標
準
化
を

進
め
て
い
て
、
す
で
に
１
万
件
を
超
え

る
規
格
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
 

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
と
は
、
企
業
や

自
治
体
な
ど
の
組
織
が
、
自
ら
の
活
動

か
ら
生
じ
る
環
境
へ
の
影
響
を
自
主
的

か
つ
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
た
め
の

経
営
の
や
り
方
や
仕
組
み
を
定
め
た
国

際
標
準
規
格
の
一
つ
で
す
。
一
言
で
表

す
と
す
れ
ば
、
環
境
を
改
善
す
る
方
針

や
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

八
潮
市
長
　
多
田
　
重
美 

八
潮
市
役
所
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1 

　
認
証
取
得
を
目
指
し
ま
す
！ 

〜
地
球
環
境
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
〜 

（３）　　広報 平成15年４月25日　（２） No.619

昨年の「Ｙｏｓａｋｏｉ　ソーラン」 


